
▼
今
月
号
か
ら
は
町
内
の
集
落
に
お

け
る
共
有
林
の
利
用
に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
は
広
報
た
だ
み
二
〇
一
二
年
九

月
号
か
ら
七
回
に
わ
た
り
本
欄
で
連

載
し
た
「
共
有
林
は
ム
ラ
の
財
産
」

の
続
編
で
す
。
コ
モ
ン
ズ
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
の
共
有
林
は
、
コ
モ
ン
ズ
と

し
て
世
界
じ
ゅ
う
の
参
考
事
例
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
只
見
町
で
長

年
調
査
さ
れ
た
林
雅
秀
先
生
に
く
わ

し
く
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
二
〇
一
二
年
頃
か
ら
二

〇
一
四
年
頃
に
か
け
て
、
只
見
町
内

に
比
較
的
広
い
林
野
を
有
す
る
集
落

に
お
け
る
過
去
の
林
野
利
用
と
そ
れ

を
統
制
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
叶
津
、黒
谷
、塩
沢
、布
沢
な

ど
の
区
長
さ
ん
や
公
民
館
を
訪
れ
、

か
つ
て
の
共
有
林
利
用
に
関
連
す
る

資
料
を
許
可
を
得
て
閲
覧
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
載
で
は
、
山
菜
や
キ
ノ

コ
採
取
の
こ
と
を
「
共
同
利
用
」
と

呼
ん
だ
り
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
資
源
の

こ
と
を
共
有
資
源
を
意
味
す
る
「
コ

モ
ン
ズ
」
と
呼
ん
だ
り
し
ま
す
。
た

と
え
ば
ゼ
ン
マ
イ
採
集
を
行
う
奥
山

の
大
半
は
国
有
林
な
の
で
、
こ
の
よ

う
な
語
法
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
か

た
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
有
林
内
で
あ
っ
て
も
、
山
菜

採
集
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
の
は
集
落

の
総
意
で
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
国

の
意
向
が
山
菜
採
取
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
す
余
地
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
只
見

町
の
山
菜
資
源
や
キ
ノ
コ
資
源
を
コ

モ
ン
ズ
の
一
つ
と
み
な
し
て
お
り
、

共
同
利
用
や
共
有
林
と
い
う
表
現
を

使
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
か
つ
て
蒲
生
と

並
ん
で
ゼ
ン
マ
イ
採
集
が
活
発
に
行

わ
れ
た
叶
津
を
取
り
上
げ
ま
す
。
写

真
は
代
々
の
叶
津
区
長
が
保
管
し
て

い
る
昭
和
四
十
一
年
の
「
山
手
帳
」

と
い
う
資
料
で
、
資
料
の
作
成
者
は

「
共
用
林
野
組
合
」
で
す
。
こ
れ
は
、

国
有
林
野
法
を
根
拠
と
し
て
、
国
有

林
（
森
林
管
理
署
）
と
共
用
者
で
あ

る
叶
津
区
の
住
民
と
の
間
で
共
用
林

野
設
定
契
約
を
結
ん
で
い
る
た
め
、

叶
津
区
は
国
有
林
野
を
利
用
す
る
組

織
を
共
用
林
野
組
合
と
名
付
け
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
手
帳
は
ゼ
ン
マ
イ
採
取
を

行
う
家
々
が
叶
津
共
用
林
野
組
合
に

納
め
て
い
た
「
山
手
金
」
を
集
計
す

る
た
め
の
帳
簿
で
す
。
ち
な
み
に
、

山
手
金
に
は
か
つ
て
、
ゼ
ン
マ
イ
採

集
に
係
る
「
ゼ
ン
マ
イ
山
手
」
の
ほ

か
に
も
、「
キ
ノ
コ
山
手
」「
藤
山
手
」

「
竹
山
手
」な
ど
が
あ
り
、
集
落
共
有

の
林
野
を
利
用
し
た
こ
と
を
根
拠
と

し
て
個
人
が
集
落
に
支
払
う
料
金
は

す
べ
て
山
手
金
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
相
対
的
に
金
額
が
大
き
か
っ

た
の
も
、
時
代
的
に
最
後
ま
で
残
っ

た
の
も
、
叶
津
で
は
や
は
り
ゼ
ン
マ

イ
山
手
で
し
た
。

　

叶
津
の
山
手
帳
を
開
く
と
、
最
初

に
昭
和
四
十
一
年
の
ゼ
ン
マ
イ
の
山

手
金
の
総
額
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
採
取
量
の
合
計
が

二
、
〇
一
八
貫
で
、
一
貫
（
三
・
七

五
㎏
）
当
た
り
一
〇
円
の
山
手
金
が

課
さ
れ
、
総
額
は
二
〇
、
一
八
〇
円

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
乾
燥
木
代
が

七
、
〇
一
四
円
、
乾
燥
木
区
収
入
金

が
一
、
三
三
六
円
、
二
七
名
分
の
権

利
金
が
一
人
当
た
り
二
〇
〇
円
で
計

五
、
四
〇
〇
円
、
他
区
入
山
者
山
手

金
が
二
〇
、
〇
〇
〇
円
、
特
別
山
手

金
が
三
、
〇
〇
〇
円
、
こ
れ
ら
の
合

計
が
五
六
、
九
三
〇
円
で
す
。
乾
燥

木
代
と
は
、
ゼ
ン
マ
イ
小
屋
の
資
材

や
ゼ
ン
マ
イ
の
乾
燥
用
の
燃
料
と
し

て
用
い
る
木
材
（
立
木
）
の
払
い
下

げ
を
受
け
、
そ
の
代
金
を
国
有
林
に

対
し
て
支
払
う
た
め
に
徴
収
し
て
い

る
も
の
で
す
。
権
利
金
と
は
、
ゼ
ン

マ
イ
小
屋
の
敷
地
を
国
有
林
か
ら
賃

借
す
る
た
め
に
支
払
う
代
金
で
、
こ

れ
を
支
払
っ
て
い
る
二
七
名
が
泊
ま

り
山
で
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

資
料
で
は
続
い
て
、
昭
和
四
十
一

年
の
住
民
各
戸
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
量

や
支
払
っ
た
山
手
金
の
金
額
が
一
覧

で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
泊
ま
り
山

の
入
山
者
で
採
取
量
が
も
っ
と
も
多

い
者
は
一
七
〇
貫
、
山
手
金
総
額
は

二
、
二
三
四
円
で
す
。
こ
の
時
期
の

ゼ
ン
マ
イ
は
貫
当
た
り
三
、
五
〇
〇

円
で
し
た
の
で
、
こ
の
人
の
ゼ
ン
マ

イ
販
売
収
入
は
五
九
万
五
千
円
に
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
地
方
公
務

員
の
平
均
月
収
は
七
万
円
ほ
ど
で
し

た
の
で
、
月
収
の
九
カ
月
分
に
迫
る

額
を
二
か
月
間
で
稼
い
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
通
い
山
の
入
山
者

数
は
計
二
五
名
で
、
泊
ま
り
山
と
合

わ
せ
る
と
計
五
二
名
が
山
手
金
を
支

払
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
じ

年
に
叶
津
区
に
対
し
て
区
費
を
収
め

た
世
帯
は
五
六
世
帯
で
し
た
か
ら
、

実
に
九
割
を
超
え
る
世
帯
が
ゼ
ン
マ

イ
採
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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